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ある。その後、『カンガルー日和』（平凡社、1983 年 9 月）、『カンガルー日和』（講談社文庫、
1986 年 10 月）、『村上春樹全作品　1979 ～ 1989　⑤　短篇集Ⅱ』（講談社、1991 年 1 月）、『は
じめての文学　村上春樹』（文藝春秋、2006年 12月）、『めくらやなぎと眠る女』（新潮社、2009






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































5）波瀬（2011）105 ～ 106 頁。
6）前掲「かえるくんのいる場所」『はじめての文学　村上春樹』268 頁。
7）「村上春樹　略年譜」『村上春樹　作品研究事典（増補版）』（鼎書房、2007 年）339 ～ 340 頁参照。
8）波瀬（2011）は、作品「とんがり焼の盛衰」を論ずるに際して、「もちろん群像新人賞を受賞して華々
しいデビューを遂げた『風の歌を聴け』と、続く『１９７３年のピンボール』で村上春樹は充分人気

































































































32）村上春樹『アンダーグラウンド』（講談社、1997 年）722 ～ 723 頁、下線は引用者による。
33）前掲『アンダーグラウンド』724 頁。
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